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Chemical Surface Modification of
Ultra-High-Molecular-Weight Polyethylene
Fiber with Side-Chain Crystalline Block
Copolymers and the Dyeing Characteristics
Shoichi Ishimoto, Sho Hirai, Hideaki Obuchi,

and Shigeru Yao
Faculty of Engineering Department of Chemical
Engineering, Fukuoka University 8-19-1 Nanakuma,
Jonan-ku, Fukuoka 814-0180, Japan
Polyethylene is known to be highly resistant to solvents,

difficult to modify, and have inferior bonding strength. And it is
generally accepted that the surface modification of PE is possible
only by severing the main chain using physical methods, for
instance by using plasma or flaring, and then introducing
functional groups. However, in recently, Yao et al. found that a
side chain crystalline polymer with long alkane side chain can
adsorb on polyethylene surface by crystalline supramolecular
interaction. And they also indicate that a side chain crystalline
block copolymer consisted with side chain crystalline unit and
functional polymer unit can modify polyethylene surface
property by chemically.
In this study, we investigated the ability of these block co-

polymers for modifying the surface of ultra-high-molecular-
weight polyethylene, which is one of the most challenging
materials in terms of surface modification. The results show that
dipping in highly dilute side chain crystalline block copolymer
could modify the woven cloth of the ultra-high-molecular-weight
polyethylene fiber to have good dyeability. The resulting
dyeability is considerably more significant than that after
conventional plasma and corona processing. These results
indicate that side chain crystalline block copolymer can modify
ultra-high-molecular-weight polyethylene fibers to exhibit
various functionalities, and therefore significantly increase the
breadth of applications of similar fibers. J. Fiber Sci. Technol.,
75(10), 132-139 (2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0016 ©2019
The Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Properties of Cellulose Nanofibers Prepared
from Recycled Pulp Fiber Using the Aqueous

Counter Collision Method
Balfas Aminah＊1 and Ryota Kose＊2

＊1 Science of Forest Resources and Ecomaterials,
Symbiotic Science of Environment and Natural
Resources, United Graduate School of Agricultural
Science, Tokyo University of Agriculture and
Technology, 3-5-8, Saiwai-cho, Fuchu-shi, Tokyo, 183-
8509, Japan

＊2 Division of Natural Resources and Ecomaterials,
Institute of Agriculture, Tokyo University of Agriculture

and Technology, 3-5-8, Saiwai-cho, Fuchu-shi, Tokyo,
183-8509, Japan
Recently, biorefinery-derived cellulose nanofiber (CNF)

products have been extensively utilized. Chemical pulp fiber is
the main raw material in the production of CNFs, while recycled
pulp fiber can also be used. In this study, CNFs were prepared
from recycled pulp fiber by the aqueous counter collision (ACC)
method as a nano-engineering mechanical treatment. Scanning
electron microscopy observations showed that the width of the
CNF from the recycled pulp fiber was less than 100 nm and
decreased with an increase in the number of the treatment. The
FT-IR spectra and X-ray diffraction profiles of CNFs from the
recycled pulp fiber showed the same molecular structure and
cellulose I with the same degree of crystallinity compared with
CNFs prepared from the virgin pulp fiber. J. Fiber Sci. Technol.,
75(10), 140-144 (2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0018 ©2019
The Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Specifications of Multiple-Temperature-Jump
Hot-Stage for In Situ Observation and

Examples of Application
Koji Nishida

Department of Polymer Chemistry, Graduate School of
Engineering, Kyoto University, Katsura, Nishikyo-ku,
Kyoto 615-8510, Japan

A temperature-jump hot-stage, which is applicable to in situ
observations by various methods, such as optical microscopy,
light and X-ray scattering measurements, has been developed.
By working out differences between the rapidness of
temperature-jump and the handling ability, a small sample cell
combined with a thin manipulator is employed� polymer sample
is sandwiched by two cover glasses of 9 mm square in size with
0.15 mm thick for typical optical observations. The sample
temperature decreased exponentially with the elapsed time
during a temperature-jump step. The characteristic time τ of
cooling (or heating), i.e. the time when the remaining
temperature difference to the objective temperature T2 reach 1/e
of the width of a temperature jump |T1 − T2|, was ca. 0.62 s when
the above mentioned small glass cell was adopted, where e is the
base of natural logarithms. By extending the jump step multiple,
temperature histories in varieties of polymer processing can be
reproduced under in situ observation. As the example of use, an
efficient method to evaluate the growth rate of polymer
spherulite is presented. J. Fiber Sci. Technol., 75(10), 145-152
(2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0017 ©2019 The Society of
Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――
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第 22 回アコースティック・エミッション総合コンファレンス（新潟市・新
潟大学駅南キャンパスときめいと） A19

10. 24㈭
～26㈯ 第 55 回熱測定討論会（東大阪市・近畿大学 東大阪キャンパス） A19

10. 26㈯ 人と人を維（つな）ぐ 輪と和「フェスタ‘19 JTCC」（大阪市・「エル・おおさ
か」7 階 708 室、6 階 606 室） A19

11. 1㈮ 第 34回 繊維学会西部支部 講演会・見学会（（講演会）宮崎市・宮崎大
学木花キャンパス（見学会）宮崎市・ラピスセミコンダクタ宮崎株式会社） A17

11. 9㈯
16㈯

2019 年度 講習会「産業資材用高性能・高機能繊維の基礎と応用」〈東海
地区〉（名古屋市・ウィンクあいち（愛知県産業労働センター）） A19

11. 9㈯
10㈰ 2019 年 繊維学会秋季研究発表会（上田市・信州大学 繊維学部） A4～A15

11. 12㈫ テキスタイルカレッジ「繊維製品の感覚性能－アパレル製品を中心として
－」（大阪市・大阪科学技術センター） A17

11. 12㈫ 講習会「静電気障災害に実例と対策」（東京都・東北大学東京分室） A20
11. 12㈫

13㈬
プラスチック成形加工学会 第 27 回秋季大会 成形加工シンポジア’19（高松）「うどんだけ
じゃない！瀬戸内・香川で成形加工」（高松市・サンポートホール高松 かがわ国際会議場） A19

11. 18㈪
19㈫

第 60 回秋期ゴム技術講習会「ソフトマテリアルによる振動低減技術（制振・
防振・免震）の基礎から応用」（東京都・東部ビル 5 階会議室） A20

11. 20㈬
～22㈮

２８th International Plastic Optical Fibers（POF２０１９）（横浜市・慶応義塾大学・
慶応工学会・POF コンソーシアム） A20

11. 21㈭ 第 58 回機能紙研究発表会・講演会、交流会並びに見学会（高知市・高知商
工会館） A20

11. 28㈭
～30㈯ 第 46 回炭素材料年会（岡山市・岡山大学 創立 50 周年記念館） A20

12. 6㈮ 繊維応用講座『繊維・プラスチック産業における持続可能な開発目標を考
える』（東京都・和洋学園九段スカイビル） A16

12. 25㈬ 繊維学会関東支部・ナノファイバー技術戦略研究委員会 2019 年度合同講
演会（東京都・東京工業大学大岡山キャンパス） A18
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2020年度 繊維学会主要行事予定

2019年度 繊維学会主要行事予定

複写される方へ

繊維学会論文誌“Journal of Fiber Science and Technology”のオープンアクセス化と
著作権の取り扱いについて

繊維学会では今般の学会誌の刷新に伴い論文誌を Journal of Fiber Science and Technology（JFST）としてリ
ニューアル致しました。これに伴いより積極的な情報発信を指向し、どなたでも閲覧できるオープンアクセス
方式に切り換えております。ここで我々が使用したオープンアクセスの解釈は狭義にはフリーアクセスとされ
る「閲覧自由」という理解であり、二次利用まで開放するという意味ではありません。

現在、オープンアクセスにおける著作権譲渡の取り扱いおよび公開情報の二次利用については、Creative
Commons 準拠等の活発な議論が行われております。

本学会でも常に時代に対応したルールによる運用を目指して、この問題を慎重に検討しておりますが、
Creative Commons の普及状況等を考慮すると、現在は中長期的判断の非常に難しいタイミングであると考え
ています。

従って、当面本学会ではこれまで通り著者様から著作権譲渡を頂き、掲載内容の二次利用については著作権
保護の立場から一般社団法人学術著作権協会に著作権管理および利用許諾業務を委託して参ります。

各位におかれましては JFST 掲載の著作物をご使用頂く場合は、この点をご理解いただき適切にご対応頂き
ますようお願い申し上げます。

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

繊維応用講座 2019年12月 6 日㈮ 和洋学園九段 スカイビル
（東京都千代田区九段）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

2020年度総会・年次大会 2020年 6 月10日㈬、11日�、
12日㈮

タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀）

第50回夏季セミナー 2020年 9 月 9 日㈬、10日㈭、
11日㈮

佐賀県立生涯学習センター
「アベンセ」（佐賀市）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618 FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone：1－978－750－8400 FAX：1－978－646－8600
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2019年度（令和元年度）繊維学会各賞授賞候補者募集要項

本年度より学会賞の授賞対象年齢を（満 51 歳未満→満 56 歳未満）に変更しました。
本年度より奨励賞の授賞対象年齢を（満 36 歳未満→満 41 歳未満）に変更しました。

当学会では、功績賞、学会賞、技術賞、論文賞、奨励賞、紙・パルプ論文賞を設け、一般会員より広く推薦（応
募）を求めています。2019 年度も例年通り、各賞の表彰を行いたく受賞候補者の推薦または応募を頂きますようお
願い申し上げます。なお、論文賞は、一般公募をせず、論文賞選考委員によりその年の繊維学会論文誌（JFST）に
掲載されました論文から選考されます。
◇推薦（応募）書類は、所属支部長または学会事務局へ期限までに提出をお願いします。

・推薦（応募）書類はホームページ http://www.fiber.or.jp/の学会賞に掲示してありますので、ダウンロードして
ご利用ください。

・会員（維持会員、賛助会員を含む）は受賞候補者の資格を有し、自薦・他薦を問わない。
・推薦（応募）書類の提出期限は 2019 年 12 月 25 日㈬迄です。
・歴代受賞者はホームページ http://www.fiber.or.jp/に掲載しています。
1. 繊維学会功績賞
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 60 歳以上の本会会員で、多年にわたり繊維学会

の発展に顕著な業績をあげた者、または繊維科学あるいは繊維工業の発展に優れた業績をあげた者。
② 表彰の件数：原則、5 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
2. 繊維学会賞
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 56 歳未満の本会会員であること。繊維科学につ

いて独創的で優秀な研究を行い、さらに研究の発展が期待される研究者。
② 表彰の件数：原則、2 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
3. 技術賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維に関する技術について、優秀な研究、発明または開発を行

い、繊維工業の発展に貢献した個人またはグループ。
② 表彰の件数：原則として、技術部門 3 件以内、市場部門 1 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
4. 論文賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維科学および繊維技術に関し、その年（2019 年 1 月号～12 月

号）の本会論文誌（JFST）に論文を発表した研究者。
② 表彰の件数：3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
5. 奨励賞
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 41 歳未満の本会会員であること。繊維科学もし

くは繊維技術について優秀な研究を行い、今後も継続して期待ができる新進気鋭の研究者。
② 表彰の件数：原則として、3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
6. 紙・パルプ論文賞（事前に事務局へお問い合わせください）
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 41 歳未満の本会会員であること。過去 5 年間に

本会論文誌（JFST）に論文 2 編以上を発表した新進気鋭の研究者。
② 推薦（応募）書類は、学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
③ 表彰の件数：原則として、1 件以内。
④ 表彰状、賞牌および副賞の授与。

問合せ先
本部 一般社団法人 繊維学会事務局

〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp

支部 各支部の支部長にお問い合わせください。
各支部長の電話番号は繊維学会事務局にお問い合わせください。（TEL : 03－3441－5627）
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2019年 繊維学会秋季研究発表会

主 催：一般社団法人 繊維学会

共 催：信州大学

日 時：2019 年 11 月 9 日㈯～10 日㈰

会 場：信州大学 繊維学部（〒386－8567 長野県上田市常田 3 丁目 15－1）

http : //www.shinshu-u.ac.jp/faculty/textiles/

交 通：東京駅から北陸新幹線に乗車し、上田駅下車。または、名古屋駅から中央本線「特急しなの」で長野行に

乗車。長野駅で北陸新幹線（東京行）に乗り換え、上田駅で下車。上田駅お城口から約 20 分（1.4 km）＊詳細

なアクセス、交通のご案内は繊維学部 HP をご覧ください。

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/textiles/guidance/map.html

特別講演：1. 平井利博（信州大学 名誉教授・繊維学会元会長）

「産業技術の変容と繊維産業」 講演概要：近年の情報技術の目覚ましい展開が誘起している産業技術の

変容と繊維産業との関わりについて、日仏連携などから垣間見える海外での取り組みと比較する。情報

技術の深化は、繊維製造技術、製造業、スマートテキスタイルを含むアパレルファッション分野を含め

てのあり方を根本的に変える可能性を示している。そうした中で、我が国の繊維関連分野の技術教育シ

ステムはどのように対応しているかなどについても課題と展望を探る。

2. 鴇田 章（アンティークストッキング収集研究家）

研究発表会：研究発表会：口頭発表、ポスター発表

染色化学討論会：日時、会場、懇親会は「秋季研究発表会」と同一です。

施設見学：疾走するファイバー展（展示品）、繊維学部資料館（旧貯繭庫）見学

懇親会：開催日：11 月 9 日㈯ 時間：18:00～20:00（予定） 会場：生協

懇親会費：

参加登録費：

＊共催団体に所属されている方は、会員価格になります。

（注）＊事前参加登録締切は 2019 年 10 月 31 日㈭
＊参加登録費には学会プログラム冊子 1 冊と予稿集 USB 1 本が含まれます。
＊予稿集の事前送付はいたしませんのでご了承ください。
＊研究発表会、ポスター発表をご希望される方は、全員事前登録を原則とします。
＊事前参加登録締め切り後はすべて当日登録となります。当日登録希望者は、会場の受付へ直接お越

しのうえ、手続きをお願いします。

宿泊先情報：・東横 INN 上田駅前・上田東急 REI ホテル・サンルート上田・ルートイン GRAND

・ホテル祥園・上田第一ホテル・ユーイン上田・ルートイン上田・上田プラザホテル

お問い合わせ先：一般社団法人 繊維学会 TEL : 03-3441-5627 E-mail : office@fiber.or.jp

正会員・非会員 学生会員・非会員学生
事前 懇親会費 4,000 円 2,000 円
当日 懇親会費 5,000 円 3,000 円

正会員・維持・賛助会員 非会員 学生会員 学生非会員
事前登録料 8,000 円 15,000 円 3,000 円 6,000 円
当日登録料 10,000 円 18,000 円 5,000 円 8,000 円
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繊 維 応 用 講 座
『繊維・プラスチック産業における持続可能な開発目標を考える』

昨今、マイクロプラスチックに代表される地球環境問題がクローズアップされると同時に、持続可能な開発目標
（SDGs）に関して多くの議論や取り組みがなされています。そのような背景の中で「ライフサイクルアセスメント」
を正しく認識し、「天然繊維」、「生分解性プラスチック」、「植物バイオマス」、「リユース・リサイクル」などをキー
ワードとした取り組みが、真に諸問題の解決になるのかを正しく見極める時期がきていると考えます。繊維・プラ
スチック産業に関わる一連の情報を整理し、議論することで持続可能な社会の構築において、個々が何をするべき
かを、もう一度問い直す機会を提供できればと考えます。
主 催：一般社団法人 繊維学会
日 時：2019 年（令和元年）12 月 6 日㈮ 9:45～16:30（受付開始時間 9:15 から）
会 場：和洋学園 九段スカイビル（地下鉄九段駅下車 徒歩 10 分）

（東京都千代田区九段北 1－12－12） 和洋九段女子中学校・高等学校校舎の隣

－－プログラム－－

10:00～10:05 開催挨拶（企画委員長）
10:05～10:55 「プラスチック容器包装における 3R の取り組み」 花王株式会社 柴田 学
10:55～11:45 「天然繊維の現状と新展開」 農研機構 亀田 恒徳

（昼食）
13:00～13:50 「ライフサイクルアセスメントの基本的な方法と繊維・プラスチック産業での活用」

工学院大学 稲葉 敦
13:50～14:40 「海洋プラスチックゴミが引き起こす環境問題の現状とバイオプラスチックの立ち位置」

群馬大学 粕谷 健一
（休憩）

15:00～15:50 「非可食性バイオマスの有効利用－カシューナッツ殻油を中心に－」
東京農工大学 兼橋 真二

15:50～16:40 「炭素繊維リサイクルの現状と今後の展開について」 株式会社新菱 景山 義隆
16:40～17:30 閉会挨拶・名刺交換会

※応用講座終了後に、講師を交えた交流会（名刺交換会）を予定しております。

定 員：100 名（定員になり次第締め切らせていただきます）
参加費：正会員・企業会員（維持・賛助会員含む）：15,000 円 企業非会員：18,000 円

大学官公庁関係会員：10,000 円 大学官公庁非会員：14,000 円
学生会員： 3,000 円 学生非会員： 5,000 円

申込方法：参加申込は繊維学会ホームページのイベント「応用講座」よりお願いします。
問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 繊維学会

TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp HP : http://www.fiber.or.jp/
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第34回 繊維学会西部支部 講演会・見学会
日 時：2019 年 11 月 1 日㈮

9:00～11:30（見学会） 13:30～15:25（講演会）
会 場：（講演会）宮崎大学木花キャンパス・総合研究棟・プレゼンテーションルーム

〒889－2192 宮崎県宮崎市学園木花台西 1 丁目 1
（見学会）ラピスセミコンダクタ宮崎株式会社

〒889－1601 宮崎県宮崎市清武町木原 727

プログラム：
見学会

8 :30 宮崎大学正門に集合・出発（送迎あり）
9:00～11:30 ラピスセミコンダクタ宮崎株式会社 工場見学

※同業者の参加はお断りすることがあります
11:30 宮崎大学へ移動（送迎あり）
講演会

13 :30 開会のあいさつ 繊維学会西部支部長（鹿児島大院理工）門川 淳一
13:35～14:25 放射光を利用した高分子ミセルの精密構造解析

（北九州市立大学院国際環境工学）秋葉 勇
14:25～14:35 休憩
14:35～15:25 ウイルス除去膜 （旭化成メディカル㈱バイオプロセス事業部）井出 正一
参加要領：E-mail に氏名、勤務先、連絡先、見学会への参加の有無を明記の上、大学の場合は研究室単位でまと

めて下記までお申し込みください。
申込締切：10 月 20 日㈰
お申込先：大分大学 理工学部

繊維学会西部支部 庶務幹事 吉見剛司
TEL/FAX : 097－554－7891 E-mail : tyoshimi@oita-u.ac.jp

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

テキスタイルカレッジ
「繊維製品の感覚性能－－アパレル製品を中心として－－」

感覚と計測研究委員会は、下記のようにテキスタイルカレッジを開催いたします。今回は、繊維製品の感覚性能
を評価するための手法の基礎について、5 名の専門家により分かりやすく解説していただきます。

まず、着心地の数値化についての基本的な手法、そして人間の「触知覚」や「視覚」による布の風合い評価、ア
パレル製品の「衛生機能」および「運動機能」の側面からの着心地評価という観点から、その計測・評価方法を、
事例を交えて基礎から解説します。
共 催：日本繊維機械学会信越支部
日 時：2019 年 11 月 12 日㈫ 10:00～17:00
会 場：大阪科学技術センター（大阪市西区靱本町 1－8－4）http : //www.ostec.or.jp/
内 容：
（1）アパレル製品の「着心地」を数値化するには （10:00～11:30）

信州大学 繊維学部 特任教授 西松 豊典
（2）風合い評価－触覚－ （12:30～13:30）

元金沢大学、カトーテック㈱技術顧問 松平 光男
（3）風合い評価－視覚－ （13:40～14:40）

信州大学 繊維学部 准教授 金井 博幸
（4）アパレル製品の衛生機能的着心地の評価 （14:50～15:50）

京都教育大学 教育学部 准教授 深沢太香子
（5）スポーツウェアの運動機能的着心地の評価～衣服圧計測からのアプローチ～

（16:00～17:00）
㈱アシックス スポーツ工学研究所 アパレル・エクィップメント機能研究部 主任研究員 小澤 明裕

受講料：会員 15,000 円、協賛学協会員 15,000 円、非会員 23,000 円、学生会員 3,000 円、学生非会員 5,000 円
（資料代を含む、税別）

問合せ：感覚と計測研究委員会事務局
三重県工業研究所 松岡敏生（E-mail : matsut25@pref.mie.lg.jp）
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繊維学会関東支部・ナノファイバー技術戦略研究委員会
2019年度合同講演会

本年度、繊維学会関東支部とナノファイバー技術戦略研究委員会は合同で講演会を開催します。皆様奮ってご参

加ください。

主 催：一般社団法人 繊維学会関東支部およびナノファイバー技術戦略研究委員会

日 時：2019 年 12 月 25 日㈬ 13:30～16:35（受付：13:00 より）

会 場：東京工業大学大岡山キャンパス 大岡山西 9 号館 2 階コラボレーションルーム

（東京都目黒区大岡山 2－12－1、東急目黒線・大井町線大岡山駅下車）

詳細は https://www.titech.ac.jp/maps/をご覧ください。

参加費：繊維学会正会員・学生会員：無料

非会員：（一般）10,000 円、（学生）1,000 円

※繊維学会員でない方はこの機会に是非ご入会ください。

入会の詳細については学会 HP（http://www.fiber.or.jp/jpn/join/join.html）をご覧ください。

申込締切：2019 年 12 月 11 日㈬

申込方法：申込書に必要事項をご記入の上、下記宛 e-mail または Fax でお申し込みください。

参加費は前納と致します。送金は上記締切日までに下記銀行口座へお振り込みください。

領収書は会場にてお渡し致します。別途請求書が必要な場合はご連絡ください。

プログラム：

13:30～13:35 はじめに ナノファイバー技術戦略研究委員長 松本 英俊（東京工業大学）

13:35～14:55 「高分子溶融成形におけるインプロセス解析および高分子特性を利用した

セラミックスファイバーの創製」 群馬大学大学院理工学府・分子科学部門 撹上 将規

15:10～16:30 「血管再生を目指したシルクフィブロインナノファイバーシートの開発」

東京農工大学大学院工学研究院・生命機能科学部門 中澤 靖元

16:30～16:35 閉会の挨拶 関東支部長 斎藤 拓（東京農工大学）

（参加申込先）

〒152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－27

東京工業大学物質理工学院材料系内 ナノファイバー技術戦略研究委員会事務局（松本 英俊）

TEL/FAX : 03－5734－3640 E-mail : matsumoto.h.ac@m.titech.ac.jp

（銀行振込口座）

三菱 UFJ 銀行武蔵境支店（店番号 464）普通口座：1703769

名義：ナノ研究会口齋藤 拓（ナノケンキュウカイグチ サイトウ ヒロム）

送信先 FAX : 03－5734－3640 ナノファイバー技術戦略研究委員会事務局 松本 宛

※E-mail でお申込いただく場合は matsumoto.h.ac@m.titech.ac.jp まで本申込書と同じ情報をお知らせください。
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人と人を維（つな）ぐ 輪と和
「フェスタ‘19 JTCC」

主 催：（一社）日本繊維技術士センター（JTCC）
日 時：2019 年 10 月 26 日㈯ 11:00～
会 場：「エル・おおさか」7 階 708 室、6 階 606 室
プログラム：詳細はホームページを参照ください

・11:00～12:30 会員作品展示会
・13:00～14:40 企業展示会
・15:00～15:30 新聞社、出版社の出版物紹介
・15:45～16:45 講演

経産省製造産業局 課長補佐 山岸 航
・17:00～19:00 懇親会

問合せ先：JTCC 本部事務局 中川
E-mail : jtcc@nifty.com
TEL : 06－6484－6506

――――――――――――――――――――――――

第22回アコースティック・
エミッション総合コンファレンス

主 催：（一社）日本非破壊検査協会
日 時：2019 年 10 月 23 日㈬、24 日㈭
会 場：新潟大学駅南キャンパスときめいと
プログラム：13 件

詳細内容は協会ホームページを参照ください。
問合せ先：（一社）日本非破壊検査協会 学術課 八十島

TEL : 03－5609－4015
E-mail : yasoshima@jsndi.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第55回熱測定討論会

主 催：日本熱測定学会
日 時：2019 年 10 月 24 日㈭～26 日㈯
会 場：近畿大学 東大阪キャンパス
プログラム：特別講演、一般講演、受賞講演を予定し

ています。
詳細内容は討論会ホームページを参照ください。

問合せ先：日本熱測定学会 事務局
TEL : 03－5821－7120
E-mail : netsu@mbd.nifty.com

――――――――――――――――――――――――

2019年度 講習会「産業資材用高性能・
高機能繊維の基礎と応用」〈東海地区〉

主 催：（一社）日本繊維技術士センター（東海支部）
日 時：2019 年 11 月 9 日㈯、16 日㈯ 9:30～17:00
会 場：ウィンクあいち（愛知県産業労働センター）
プログラム：講座 8 件 参加料：23,000 円（税込）

11 月 9 日
・汎用化合繊の基礎と応用

元東レ 木下 明
・スーパー繊維・特殊繊維の基礎と応用

元東レ 永安直人
・天然繊維の新用途・セルロースナノの展開

元ユニチカ 西村悌二郎
・産業資材用繊維の高性能化と用途展開（1）

元東レ 齋藤磯雄
・産業資材用繊維の高性能化と用途展開（2）

東レ 根本規生
11 月 16 日

・繊維とエレクトロニクス、基礎と応用
元三菱レ 岩上 厚

・繊維のメディカル分野への展開
元東レ 江口正臣

・ハイテク技術利用の高機能加工
元帝人 嶋田幸二郎

・炭素繊維の基礎と用途展開
元東レ 井塚淑夫

・不織布の基礎と用途展開
元鐘紡・セーレン 野口章一郎

問合せ先：（一社）日本繊維技術士センター（東海支部）
FAX : 052－204－1469

――――――――――――――――――――――――

プラスチック成形加工学会
第27回秋季大会

成形加工シンポジア’19（高松）
「うどんだけじゃない！瀬戸内・香川で成形加工」

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：2019 年 11 月 12 日㈫、13 日㈬
会 場：サンポートホール高松 かがわ国際会議場
プログラム：特別講演、特別セッションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ、一般セッション、ポスターセッショ
ン、機器・カタログ展示

詳細内容はホームページを参照ください。
問合せ先：第 27 回プラスチック成形加工学会秋季大

会実行委員会
TEL : 089－927－9716
E-mail : sympo 2019@jspp.or.jp

――――――――――――――――――――――――
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講習会「静電気障災害に実例と対策」

主 催：（一社）静電気学会
日 時：2019 年 11 月 12 日㈫
会 場：東北大学東京分室

（東京都千代田区サピアタワー 10 階）
プログラム：講演 5 件 詳細内容は http : //www.jesj.

org/を参照ください。
問合せ先：静電気学会事務局

（東京都文京区本郷 2－38－13）
TEL : 03－3815－4171 E-mail : jesj@jesj.org

――――――――――――――――――――――――

第60回秋期ゴム技術講習会
「ソフトマテリアルによる振動低減技術
（制振・防振・免震）の基礎から応用」

主 催：（一社）日本ゴム協会関東支部
日 時：2019 年 11 月 18 日㈪、19 日㈫
会 場：東部ビル 5 階会議室
プログラム：講演 8 件 詳細内容はゴム協会ホーム

ページを参照ください。
問合せ先：（一社）日本ゴム協会関東支部

秋季ゴム技術講習会係
TEL : 03－3401－2957
E-mail : kanto@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

２８th International Plastic
Optical Fibers（POF２０１９）

主 題：プラスチック光ファイバーに関する国際学術
会議

主 催：International Cooperative of Plastic Optical
Fibers（ICPOF）

日 時：2019 年 11 月 20 日㈬～22 日㈮
会 場：慶応義塾大学・慶応工学会・POF コンソー

シアム
プログラム：詳細内容は行事 URL http : //pof 2019.

org/を参照ください。
問合せ先：事務局 河合信幸

E-mail : sedretariat@pof 2019.org

――――――――――――――――――――――――

第58回機能紙研究発表会・講演会、
交流会並びに見学会

主 催：特定非営利活動法人 機能紙研究会
日 時：2019 年 11 月 21 日㈭
会 場：高知商工会館
プログラム：特別講演 2 件、一般講演 7 件

ポスター発表及び新製品展示会
見学会 県内団体企業

問合せ先：特定非営利活動法人 機能紙研究会
事務局（森川・紀伊）
TEL : 0896－58－2055
E-mail : kinoushi@e-kami.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第46回炭素材料年会

主 催：炭素材料学会
日 時：2019 年 11 月 28 日㈭～30 日㈯
会 場：岡山大学 創立 50 周年記念館
プログラム：詳細内容は炭素材料学会ホームページを

参照ください。
問合せ先：炭素材料学会事務局 TEL : 03－5389－6359

E-mail : tanso-post@bunken.co.jp
炭素材料学会ヘルプデスク
TEL : 03－5227－8632
E-mail : tanso-desk@bunken.co.jp
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